
                        

職
連
協
の
こ
れ
か
ら
を
考
え

る
委
員
会 

   
 

職
連
協
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
諸
先
輩
が
社

協
職
員
の
活
動
促
進
を
目
的
に
研
修
会
や
各
種

イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
職
連
協
設

立
か
ら
約
４０
年
が
経
過
し
、
職
連
協
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
に
つ
い
て
、「
職
連
協
の
こ
れ
か
ら
を

考
え
る
委
員
会
」
を
設
置
し
て
、
昨
年
１
月
か

ら
８
回
に
わ
た
っ
て
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。 

 
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
委
員
会
で
は
、
職
連
協

組
織
そ
の
も
の
の
存
在
の
必
要
性
の
検
討
か
ら

始
ま
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
職
連
協
が
組
織

的
に
抱
え
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
方
向
性
を
示

す
議
論
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
議
論
の
結
果
に

つ
い
て
は
、
令
和
２
年
２
月
３
日
の
理
事
会
で

報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
後
、
関
係
市
町
村
社
協
、
職
連
協
支
部
運

営
委
員
等
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。 

 

第
２
回 

職
連
協
理
事
会
・
代
議
員
会  

令
和
２
年
２
月
３
日
、
令
和
元
年
度
第
２

回
職
連
協
理
事
会
・
代
議
員
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

◆
報
告 

 

（１）
令
和
元
年
度
茨
城
県
内
社
会
福
祉 

 
 

 
 

 

協
議
会
職
員
新
任
・
初
級
研
修
ア
ン 

 

ケ
ー
ト
結
果 

 

（２）
令
和
元
年
度
市
町
村
社
会
福
祉
協 

議
会
に
お
け
る
人
材
育
成
に
関
す 

る
調
査
結
果 

◆
協
議
事
項 

 

（１）
職
連
協
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
委 

員
会
報
告
書
に
つ
い
て 

 

（２）
令
和
２
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算 

（
素
案
）
に
つ
い
て 

（３）
茨
城
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
連
絡 

協
議
会
理
事
・
代
議
員
の
選
出
並 

 
 

 
 

び
に
支
部
長
・
支
部
運
営
委
員
に 

つ
い
て 

 
 

（４）
茨
城
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
連
絡 

協
議
会
支
部
活
動
に
つ
い
て 

 
 

（５）
第
５７
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
郡
市
区 

町
村
社
協
職
員
合
同
研
究
協
議
会 

に
つ
い 

第
57
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
郡
市
区
町
村

社
協
職
員
合
同
研
究
協
議
会  

  
 

      

第
57
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
郡
市
町
村
社
協
職

員
合
同
研
究
協
議
会
は
７
月
９
日(

木)

～
１０

日(

金
）
の
２
日
間
、
神
奈
川
県
で
開
催
さ
れ

ま
す
。 

茨
城
県
は
、
第
１
分
科
会
「
こ
れ
か
ら
の
社

協
が
行
う
【
相
談
支
援
】
の
在
り
方
と
は
」
を

静
岡
県
と
一
緒
に
担
当
し
ま
す
。 

 

職
連
協
か
ら
参
加
費
の
助
成
も
あ
り
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

  

期 日 内  容 

H31.1.29 第 1 回委員会 職連協の現状について 

H31.3.15 第 2 回委員会 職連協の現状について 

H31.4.24 第 3 回委員会 意識調査アンケート項目について 

R1.7.25 第 4 回委員会 アンケート集計結果について 

R1.8.22 第 5 回委員会 アンケート現状と課題について 

R1.9.26 第 6 回委員会 報告書の役割分担・骨子（案）について 

R1.11.29 第 7 回委員会 報告書案の検討 

R2.1.10 第 8 回委員会 報告書案の検討 
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Change! Challenge! 

to the future 

～社協には地域と未来を 

変えるチカラがある～ 

神
奈
川
県
大
会
の
テ
ー
マ 



  
茨城職連協 令和元年度の事業報告 

 
●理事会（2 回開催）  ●代議員会（2 回開催）  ●監査（１回開催） 

●職連協のこれからを考える委員会 （6 回開催） 

●みんなの幸せづくりをすすめる研究会（通称：ボヌール会議）」 

●社協職員新任・初級研修の開催 

日程：令和元年７月４日(木)～５日(金) １泊２日 

場所：いこいの沼涸沼 

参加者：３０名 

研修を通して、社会人としてだけではなく、社協の役割と自身が目指す職員像を考えていくことができました。 
 

●第 56 回関東ブロック郡市町村社協職員合同研究協議会 

 日程：令和元年 7月２９日(月)～３０日(火) 会場：東京都 国際ファッションセンター(KFC ビル) 

 参加者：15 社協 25名 

基調講演：「今こそ社協の底力～地域の共創のために～」 

講師：日本福祉大学教授 原田正樹氏 

茨城県は第１分科会を担当：テーマ「生きづらさを抱える人たちの寄り添う居場所づくり」 

●広報・啓発活動 

 ◆職連協ニュースの発行(年２回)    

◆茨城社会福祉協議会職員連絡協議会名簿の作成 

 ◆茨城県内社会福祉協議会事業概要及び職員設置状況調査 

             

 

県
南
支
部
の
活
動
紹
介
コ
ー
ナ
ー 

 

県
南
支
部
は
、
茨
城
県
の
南
に
あ
る
、
か
す
み
が
う
ら
市
・
石
岡
市
・

土
浦
市
・
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
４
市
の
社
協
で
成
り
立
ち
、
会
員
数
は

130
名
で
す
。
昨
年
度
は
、
支
部
で
２
つ
の
研
修
、
１
つ
の
交
流
事
業

を
企
画
・
開
催
し
ま
し
た
。 

 
 

◆
「
が
ん
ば
る
あ
な
た
に
。
か
ら
だ
リ
セ
ッ
ト
疲
労
回
復
ス
ト
レ
ッ
チ
」 

を
開
催
し
ま
し
た 

令
和
元
年
１１
月
１
日
、
土
浦
市
総
合
福
祉
会
館
６
階
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
ウ
ラ
ラ
で
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
１１
人
が
参
加

し
、
講
師
の
木
村
幸
子
先
生
の
ご
指
導
の
下
、
楽
し
く
ス
ト
レ
ス
発
散

が
で
き
ま
し
た
。 

◆
「
生
き
が
い
支
援
の
た
め
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
普
及
交
流
会
」
を
開
催

し
ま
し
た 

令
和
２
年
２
月
８
日
、
大
学
ボ
ウ
ル
土
浦
本
店
に
て
、
令
和
元
年
度

２
回
目
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
２５
人
も
の
参
加
が
あ
り
、
和

気
あ
い
あ
い
と
ボ
ウ
リ
ン
グ
が
で
き
ま
し
た
。 

研
修
会
終
了
後
に
は
、
土
浦
市
内
で
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
食
事

を
と
り
な
が
ら
、
和
や
か
に
交
流
が
で
き
ま
し
た
。 

 

第 33 号の編集は 

県南支部が担当しました。 

 


